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1．研究の目的
　平成 11 年の学習指導要領改訂で創設された総
合的な学習の時間は，平成 30 年 3 月の学習指導
要領改訂では，高等学校において名称が「総合的
な探究の時間」に変更になり，小・中学校におけ
る総合的な学習の時間を基盤とした上で，各教
科・科目等の特質に応じた「見方・考え方」を総
合的・統合的に働かせることに加えて，自己の在
り方生き方に照らし，自己のキャリア形成の方向
性と関連付けながら，自ら問いを見いだし探究す
ることのできる力の育成が求められている（文部
科学省，2023，p.1）。この力の育成を目的として，

各高等学校において工夫した実践が行われてい
る。このような中，総合的な探究の時間において
外部講師を活用し，社会人講演会等においても，
この目的を達成できるような実践が従前同様に求
められている。
　そこで本論文では，現代社会における教育の課
題を主題として設定し，高等学校の総合的な探究
の時間に実施した社会人講演会において，まず近
年法制化された小中一貫教育について解説し，次
に地域連携に関連して，講演校の所在する福岡県
飯塚市及び著者の研究室における取組について紹
介した。その後，学校教育において重視されてい
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抄　　録
　本論文では，現代社会における教育の課題を主題として設定し，高等学校の総合的な探究の時間に実施し
た社会人講演会について，総合的な探究の時間の趣旨の観点から考察する。講演では，まず近年法制化され
た小中一貫教育について解説し，次に地域連携に関連して，講演校の所在する福岡県飯塚市及び著者の研
究室における取組について紹介した。その後，学校教育において重視されている「主体的・対話的で深い
学び」に関連して，数学教育の観点から「15 パズル」や「数取りゲーム」について解説した。本講演では，
講演前に受講者からの質問を得て，それに答える形で講演内容を構成し，また，講演内容を踏まえて受講者
が取り組む探究課題を設定した。さらに，講演校が所在する飯塚市が目指している教育の話題や，我が国の
数学教育において重視されている話題を講演内容に取り入れた。これらのことにより，本講演が総合的な探
究の時間の趣旨に沿った上で，講演実施校や受講者の要望に応じ，設定した主題に沿った講演の一例となり
得ることを指摘した。最後に，本講演の課題として，講演校における社会人講演会の趣旨を踏まえ，社会人
の講演を通して社会の仕組みや動きを学ぶという目的を達成させることを指摘した。
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る「主体的・対話的で深い学び」に関連して，数
学教育の観点から「15 パズル」や「数取りゲー
ム」について解説した。本論文では，今回実施し
た社会人講演会について，総合的な探究の時間の
趣旨から検討を行うことで，本講演がこの時間に
おける趣旨に沿った上で，講演実施校や受講者の
要望に応じ，設定した主題に沿った講演の一例と
なり得ることを指摘する。

2．講演内容の背景
　講演では，小中一貫教育，地域連携，学校教育
において重視されている「主体的・対話的で深い
学び」について解説した。本章では，以下にそれ
ぞれの背景についてまとめる。

2.1　小中一貫教育
　本節では，まず，2.1.1 項から 2.1.4 項までにお
いて，小中一貫教育について国の動向を踏まえ，
文部科学省（2016）で述べられている，小中一貫
教育が求められる背景及び理由，この制度の 3 類
型についてまとめる。次に，2.1.5 項以降におい
て，飯塚市における小中一貫教育の推進の取組に
ついて，飯塚市教育委員会（2019，2022）をもと
にまとめる。
　ここで，小中一貫教育についての先行研究に関
連して，現行の法制化以後に出版された文献とし
て，例えば藤江編（2019）がある。藤江編（2019）
は，小中一貫校や義務教育学校における実践の創
り方や取り組み方を提示し検討しており，大阪府
堺市の「さつき野学園」における小中一貫校と
しての開校の経緯，組織のあり方や実践の工夫
等についても述べている。また，梅原・都筑他
編（2021）は，小中一貫教育の教育的効果とデメ
リットについて，実証的に検証することを目的と
した研究成果を提示している。

2.1.1　国の動向
　小中一貫教育については，自治体や学校現場で
の取組が蓄積され，顕著な成果が明らかになって
きた一方で，現行制度の範囲内で成果を蓄積して
きた市町村からは，取組を一層高度化させる等の
観点から，正式な学校制度として法制化すべきと
の要望が寄せられていた。こうしたことを踏ま
え，国においては，9 年間の義務教育を一貫して
行う新たな学校の種類である「義務教育学校」の
設置を可能とする改正学校教育法が成立し，平
成 28 年 4 月 1 日に施行された。（文部科学省，
2016，p.5）

2.1.2　小中一貫教育が求められる背景
　小中一貫教育が求められる背景については，平
成 18 年に改正された教育基本法において義務教
育の目的が定められ，平成 19 年に改正された学
校教育法においても，小・中学校共通の目標とし
て義務教育の目標規定が新設されたことがある

（文部科学省，2016，p.9）。また，その翌年の平
成 20 年に学習指導要領が改訂され，教科によっ
ては標準授業時数を実質的に 1 割程度増加させ，
教育内容を量・質とも充実させたり，科学技術の
進展等の中で，科学的な思考力・判断力・表現力
を育成するための学習活動等の充実が図られたり
するなどが挙げられる。さらに，これらの教育内
容や学習活動の量的・質的充実に対応して，小学
校と中学校の教員が連携して学習指導の工夫に取
り組むことの重要性が増してきたことも背景とし
て挙げられる。（同，p.10）。

2.1.3　小中一貫教育が求められる理由
　文部科学省（2016）において，小中一貫教育が
求められる理由については，次の 4 点が指摘され
ている。以下にその内容をまとめる（文部科学
省，2016，pp.10-15）。

（1）発達の早期化等に関わる現象
　1 点目は，発達の早期化等に関わる現象である。
小学校高学年段階における子供の身体的発達の早
期化が指摘され，生徒指導面，学習指導面におけ
る状況を踏まえ，従来であれば中学校段階の特質
とされてきたものが，一定程度小学校段階に導入
されるようになっている。

（2）いわゆる「中 1 ギャップ」
　2 点目は，いわゆる「中 1 ギャップ」である。
子供たちが小学校から中学校への進学に際し，新
しい環境での学習や生活に不適応を起こす，いわ
ゆる「中 1 ギャップ」と呼ばれる現象への効果的
な対応の必要性である。

（3）社会性育成機能の強化の必要性
　3 点目は，社会性育成機能の強化の必要性であ
る。地域コミュニティの衰退，三世代同居の減
少，共働き世帯や一人親家族の増加といった様々
な背景の中で，大人と子供とのコミュニケーショ
ンが減っているとの指摘がある。地域社会におけ
る子供の社会性育成機能が低下する中で，子供た
ちの集団教育の場である学校の役割への期待が相
対的に大きくなっている。

（4）学校現場の課題の多様化・複雑化
　4 点目は，学校現場の課題の多様化・複雑化で
ある。学校が抱える課題は多様化・複雑化してお
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り，こうした中，「一人一人の教員の努力や学年
単位での努力，学校単位の努力だけでは十分な対
応が困難である」という認識が広がりつつあり，
中学校区単位での取組を充実させる延長線上に小
中一貫教育の導入が検討されているという側面も
あると考えられる。

2.1.4　小中一貫教育制度の 3類型
　小中一貫教育の制度化においては，大きく 2 つ
の形態を制度化することとなった。小中一貫教育
の基本形として，一人の校長の下で一つの教職員
集団が一貫した教育課程を編成・実施する 9 年制
の学校で教育を行う形態（義務教育学校）と，組
織上独立した小学校及び中学校が義務教育学校に
準じる形で一貫した教育を施す形態（小中一貫型
小・中学校）の 2 つである。
　さらに小中一貫型小・中学校は，「併設型小・
中学校」と「連携型小・中学校」とに分けられ，
前者はそれぞれ同一の設置者であり，後者は異な
る設置者となっている。
　以上をまとめると，小中一貫教育制度の 3 類型
とは，①義務教育学校，②小中一貫型小・中学
校（併設型小・中学校），③小中一貫型小・中学校

（連携型小・中学校）となる。また，これらの 3 類
型のいずれにおいても，施設一体型や施設隣接型，
施設分離型といった施設形態にかかわらず設置を
可能としている（文部科学省，2016，pp.17-18）。

2.1.5　福岡県内の義務教育学校
　福岡県総務企画課広報室の「令和 5 年度教育便
覧」によれば，令和 5 年 5 月の時点において，福
岡県内にある義務教育学校は八女市に 2 校，宗像
市に 1 校，嘉麻市に 3 校，田川郡香春町に 1 校，
田川郡福智町に 1 校所在している。

2.1.6　飯塚市の取組
　飯塚市では，中学校区を単位として，義務教育
9 年間を見通した小中一貫教育を推進するため，
地域と連携しながら教育活動を行っている。乗り
入れ授業，小中合同行事，異年齢交流学習等を実
施し，一貫性と連続性のある指導を行っている。
また，中学校区ごとに「小中一貫教育 9 年間活動
プラン」を作成し，小中一貫教育の充実を図って
いる（飯塚市教育委員会，2019）。令和 4 年 2 月
1 日現在において，飯塚市立小・中学校数及び児
童生徒数は，小学校 19 校（6827 人），中学校 10
校（3121 人）である。また，3 つの施設形態ごと
の校区や小・中学校数は図 1 の通りである（飯塚

市教育委員会，2022）。
　また，飯塚市において，令和 4 年 11 月 4 日，5
日に，「第 17 回小中一貫教育全国サミット in 飯
塚」が開催されている。このサミットについて説
明されている web ページでは，小中一貫教育全
国サミットとは，全国の小中一貫教育，小中一貫
校の研究・開発に取り組む自治体，学校，個人，
企業等の情報共有・意見交換の活性化等を目的と
していることが述べられている。
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2.2　地域連携
　本節では，まず飯塚市における地域連携につい
て述べ，その後，大学における地域連携の例とし
て，第 1 著者の研究室における地域連携について
述べる。
　大学における地域連携について北海道教育大学
釧路校編（2022）では，地域と協働して地域を生
かす資質・能力を育成する教員養成を「地域協働
型教員養成教育」と称してこの具体について論じ
ている。また，山田編（2019）は，大学が進める
地域連携事業の中で，教員が自らの教育研究実績
を活かして地域と関わる活動を「地域連携活動」
と定義し，この活動に関する議論で得られた知見
をまとめている。

2.2.1　飯塚市における取組
　飯塚市教育委員会（2022）では，学校における
地域連携について述べている。令和 4 年度の重点
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掲げ，具体的に「家庭・地域と連携・協働した社
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会に開かれた教育課程の実現」，「ICT を活用し
た家庭・地域と連携を深めるための情報発信」の
2 つの柱を設定している。また，登下校時に地域
の方々が通学路に立ち，子ども達の安全の見守り
活動を実施する，社会科見学で地域の豆腐店へ行
くなど，地域の方々に学校の教育活動に協力して
いただく，特別活動や総合的な学習の時間等を
活用して地域行事に参加するなどの，コミュニ
ティ・スクールの推進について述べている。

2.2.2　有元研究室における取組
　宗像市（2021）では令和 3 年度より，大学の研
究成果や学生の力を活用し，地域が抱える課題の
解決や活性化を促進するため「大学生の力による
まちの課題解決プロジェクト」を実施している。
有元研究室では，このプロジェクトに令和 3 年度
から参画し，各年度において活動は異なるが，算
数や数学に関する教材の作成（令和 3 ～ 5 年度）
やワークショップ（令和 4 ～ 5 年度）を実施し
た。第 2 著者は，令和 3 年度にプロジェクトリー
ダーとして本プロジェクトに参加している。令和
3 年度は，提案事業名を「小学生～高校生・一般
を対象とした「わくわく算数・enjoy 数学」プロ
ジェクト」とし，その成果を有元・林他（2022）
で公表している。令和 4 年度は，提案事業名を

「福教大発　数学を活用した宗像の魅力発見プロ
ジェクト」とし，その成果を有元・佐藤他（2023）
で公表している。令和 5 年度は提案事業名を「福
教大発　数学＆芸術コラボレーションプロジェク
ト　～『広陵台くじらまつり』のおみこしをつく
ろう！～」とし，その成果は今後公表予定である
が，ここで取り上げた題材について，有元・野口

（2024）で一部紹介している。
　また，第 1 著者の取組として，教育講演会にお
ける講演を実施している。令和 4 年度に実施した
講演については，佐賀県立唐津東高等学校（2022）
で紹介されている。演題を「「数取りゲーム」に
潜む数理　～身近な数理科学への誘い～」として
実施した。大学訪問における模擬授業において
も，他校の高校生を対象として同一の演題で講演
を行った。

2.3　主体的・対話的で深い学び
　文部科学省（2019）では，現行の学習指導要領
において，「主体的・対話的で深い学び」の実現
に向けた授業改善の必要性が指摘されている。数
学科においては，「通常の授業においても生徒の

「主体的・対話的で深い学び」として数学的活動

を充実させていくことが求められており，課題学
習ではその実現を一層図ることにねらいがある。」
と述べられている（文部科学省，2019，p.49）。
　この背景を踏まえ，本講演では著者が現在まで
に関わったパズルやゲームについての話題を取り
上げた。パズルについては「15 パズル」を取り
上げた。15 パズルとは，4 行 4 列の盤面に，1 か
ら 15 の書かれた正方形のコマが置かれ，1 か所
の空白を利用してコマをスライドさせて目的の最
終配置（図 2）を作成するパズルである。図 3 の
ような，14 と 15 を交換した「14-15 パズル」は
図 2 の最終配置に直すことができるかどうかを考
える「サム・ロイドの問題」は解けないことが
Johnson, Story によって証明されている（Johnson 
and Story, 1879）。この内容は，有元（2020）に
おいて解説されている。
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　このゲームの必勝法については，例えば有元・
林他（2021）で解説されている。また，このゲー
ムを扱った授業実践について，高校生を対象とし
た研究として有元（2022），大学生を対象とした
研究として有元（2023），有元・松岡（2024）で
すでに公表している。

3．講演の実際
　本章では実施した講演について，その概要を示
し，次に，講演前に得た受講者からの質問を提示
する。その後講演内容を，使用したスライドに触
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れながら解説する。講演内容は，前章で述べた通
り，小中一貫教育，地域連携，学校教育において
重視されている「主体的・対話的で深い学び」に
ついてである。

3.1　講演の概要
　実施した講演の概要を以下に述べる。

・実施日時　令和 5 年 10 月 17 日（火）
　　　　　　13 時 45 分～ 14 時 35 分
・実施校　福岡県立嘉穂高等学校
・対象学年　教育分野に関心がある第 1 学年生徒
・名称　「創志セミナー」（社会人講演会）
・講演題目　�飯塚市の教育から現代社会の教育課

題を探る

　講演は，講演実施校の方針を踏まえた第 2 著者
による提案をもとに，第 1 著者が講演題目を設定
し，具体を構想して実施した。
　スライドは 2 種類用意し，それぞれ 28 枚と 8
枚の合計 36 枚で構成されている。この 36 枚のス
ライドの内訳を提示順に示すと，表紙が 1 枚，講
演者の自己紹介に関する内容が 2 枚，生徒から得
た質問内容が 3 枚，小中一貫教育に関する内容
が 5 枚，小中一貫教育に関する探究課題が 1 枚，
地域連携に関する内容が 11 枚，「主体的・対話
的で深い学び」に関する内容が 11 枚，地域連携
と「主体的・対話的で深い学び」に関する探究課
題が 1 枚，講演最後の挨拶が 1 枚である。地域連
携に関する内容は，飯塚市の取組及び有元研究室
の取組で構成されており，後者の取組について
は，8 枚からなる別種類のスライドを用いて説明
した。以下，36 枚のスライドにおいて，例えば 5
枚目のスライドを「スライド 5」と表記する。
　講演では，A3 判 1 枚のワークシートを受講者
に配付し，ワークシートには探究課題を設問とし
てあらかじめ記載した。ワークシートの左部を図
5，右部を図 6 として示す。それぞれ，探究課題
が書かれた設問の下の部分は受講者が各自の回答
を書き込めるように空欄としている。

図 5　ワークシート左部分
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ことを述べた。スライドでは，施設分離型，施設
一体型，施設隣接型からなる 3 つの施設形態ごと
の学校の配置状況が述べられている。実際，施設
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質問内容から，受講者は飯塚市の小中一貫教育に関

心をもっているので，各自が調べることができるよ

う配慮した。 
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3.3.4　探究課題
　3.3 節の総括として「探究課題 1」を設定し，
受講者が飯塚市の小中一貫教育についてさらに
調査する課題を課した。提示したスライド 12 を
図 12 に示す。受講者が調査に取り組みやすいよ
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取組について調べる課題とし，飯塚市の地区ごと
に小学校及び中学校のホームページへのリンクが
はってある web ページを紹介して，受講者に閲
覧するよう促した。
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3.4 地域連携 

 3.2 節で提示した受講者からの質問について，図 7

における「今後の教育のあり方について 1」に関わ

る質問項目を提示したスライド 5 に，キーワードと

して「地域連携」を追記したものをスライド 13 とし

て提示した（図 13）。現在，教育において重視され

ている課題の一つとして地域連携を指摘し，飯塚市

の取組及び有元研究室の取組について解説した。 

 

 

 

 

 

 
 
 

図 13 キーワード「地域連携」（スライド 13） 

 

3.4.1 飯塚市の取組 

飯塚市教育委員会（2022）において述べられてい

る内容で，2.2.1 項においても指摘した，令和 4 年

度の重点である「地域とともにある学校づくりの推

進」及び 2 つの柱である「家庭・地域と連携・協働

した社会に開かれた教育課程の実現」，「ICT を活用

した家庭・地域と連携を深めるための情報発信」に

ついて図示して解説されている図を転載したものを

スライド 14 として提示した。ここでは，学校，家庭，

地域が協働して学校づくりを推進することについて

触れた。 

 

3.4.2 有元研究室の取組 

 スライド 15 においては，以後別に用意したスライ

ドを提示することを述べた。その後，スライド 16

から 23 においては，有元研究室における取組につい

て解説した。ここでは，本論文の著者 2 名が携わっ

た有元・林他（2021，2022）及び本論文の第 1 著者

が携わった有元・佐藤他（2023）で述べた活動につ

いて紹介した。ここで提示したスライドは，第 1 著

者が令和 4 年度日本教職大学院協会研究大会の実践

研究成果発表で提示したスライドの一部を修正した

ものである。この発表の概要は，牛島・有元（2023）

で公表されている。図 14 に，スライド 16 から 23

のタイトルを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 スライドのタイトル 

 

 ここで，スライド 16 から 20 においては，宗像市

の「大学生の力によるまちの課題解決プロジェクト」

に参画した令和 3 年度の取組について述べた。まず，

小学生から高校生や社会人までを対象として，教材

としてテキスト冊子や DVD を作成したことを説明し，

具体的にテキスト冊子で取り上げた内容として「第

1 章 数取りゲーム」，「第 2 章 ベイズ統計」を述べ

た。ここでは，動画撮影をして DVD を作成したこと

についても説明し，ベイズ統計で取り上げた問題を

提示した（図 15）。ここで扱った問題作成に関して

は，笠原(2010)及び小林・田畑(2021)を参考にし，

必要な部分を引用している。次に，2 種類の教材を

市内の各学校 1 学級に 1 部配付したことを述べ，市

内の小学校，中学校，高等学校，及びコミュニティ

センターに配付した部数をそれぞれ示した上で，合

計で 436 部配付したことを述べた。最後に，活動の

終盤において宗像市が開催したオンライン形式の成

果発表会において，一年間の活動の成果と課題を発

表し，宗像市内外に共有を図ったことを述べた。 

 また，スライド 21 においては，令和 3 年度及び令

和 4 年度の取組で作成した，テキスト冊子の電子デ

ータを第 1 著者のデータベース型研究者総覧

(Researchmap)から自由にダウンロードできるよう

にして，活動の成果を地域に還元しようとしている

ことについて述べた。さらに，スライド 22 において

は，第 1 著者が，学校における生徒向けの教育講演

1 令和 3 年度取組内容 （スライド 16） 

2 取組の概要 （スライド 17） 

3 教材の作成 （スライド 18） 

4 教材の配付 （スライド 19） 

5 成果の共有（成果発表会）（スライド 20） 

6, 7 地域連携の推進 （スライド 21, 22） 

8 令和 4 年度の取組 （スライド 23） 
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ついて図示して解説されている図を転載したものを

スライド 14 として提示した。ここでは，学校，家庭，

地域が協働して学校づくりを推進することについて

触れた。 
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ものである。この発表の概要は，牛島・有元（2023）

で公表されている。図 14 に，スライド 16 から 23

のタイトルを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 14 スライドのタイトル 
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た。ここでは，動画撮影をして DVD を作成したこと

についても説明し，ベイズ統計で取り上げた問題を

提示した（図 15）。ここで扱った問題作成に関して
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必要な部分を引用している。次に，2 種類の教材を
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で，合計で 436 部配付したことを述べた。最後
に，活動の終盤において宗像市が開催したオンラ
イン形式の成果発表会において，一年間の活動の
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ド 22 においては，第 1 著者が，学校における生
徒向けの教育講演会や大学訪問における模擬授業
において，高校生へ授業を行い，数学の魅力を伝
えようとした活動について説明した。最後に，ス
ライド 23 においては，宗像市の「大学生の力に
よるまちの課題解決プロジェクト」に参画した令
和 4 年度の取組の一部について述べた。
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図 15 ベイズ統計で取り上げた問題の一部 

（有元・林他，2021，p.6） 

 

3.5 主体的・対話的で深い学び 

3.2 節で提示した受講者からの質問について，図 7

における「今後の教育のあり方について 2」に関わ

る内容を提示したスライド 6 に，キーワードとして

「主体的・対話的で深い学び」について追記したス

ライド 24 を用いて説明した。ここでは，現在，教育

において重視されている課題の一つとして「主体

的・対話的で深い学び」に関する授業改善があるこ

とについて指摘した。また，スライド 25 を用いて，

「15 パズル」と「数取りゲーム」について述べるこ

とを説明した。 

 

3.5.1 15 パズル 

 スライド 26 から 29 においては，2.3 節で述べた

15 パズルのルールについての解説をして，「サム・

ロイドの問題」は解けないことがすでに証明されて

いることについて述べた（図 16）。そこで，スライ

ド 30 において探究の例として，条件を変えた場合の

解法や最短手順についての研究が考えられることに

ついて述べ，例えばある数のパズルを 2 枚とした場

合や，パズルのサイズを小さくすることについて触

れた（図 17）。 

 

3.5.2 数取りゲーム 

 スライド 31 から 33 においては，数取りゲームの

ルールを解説し，ゲームを実施した例，このゲーム

の必勝法について紹介した。次に，スライド 34 を「一

般化された数取りゲーム」として提示して，言った

ら負けになる数を x（x は自然数）とした場合の必勝

法について考えることが探究の課題となり得ること

について指摘した（図 18）。 

 

 

 

 

 
 

図 16 サム・ロイドの問題に関する定理（スライド29） 
 

 

 

 

 

 

 
 

図 17 15パズルについての探究の例（スライド30） 
 

 

 

 

 

 
 
 

図 18 一般化された数取りゲーム（スライド 34） 

 

3.5.3 探究課題 

 3.4 節及び 3.5 節の総括として「探究課題 2」を設

定し，受講者が各自の興味のある教育課題について

調べ，各自がその課題をどのように解決していくか

について探究する課題を課した（図 19）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 探究課題 2（スライド 35） 

 

問題１ 
ある製品を 2か所の a工場と b工場で製造

している。この製品は，a 工場で 80%，b 工場

で 20%製造されており，不良品が出る確率は

それぞれ 0.1%，0.3%である。多数の製品の 

なかから 1個を無作為に選んだとき，それが

不良品であった。このとき，その製品が 

a 工場の製品である確率を求めてみよう。 
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図 17 15パズルについての探究の例（スライド30） 
 

 

 

 

 

 
 
 

図 18 一般化された数取りゲーム（スライド 34） 
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図 19 探究課題 2（スライド 35） 

 

問題１ 
ある製品を 2か所の a工場と b工場で製造

している。この製品は，a 工場で 80%，b 工場

で 20%製造されており，不良品が出る確率は

それぞれ 0.1%，0.3%である。多数の製品の 

なかから 1個を無作為に選んだとき，それが

不良品であった。このとき，その製品が 

a 工場の製品である確率を求めてみよう。 

図 16　サム・ロイドの問題に関する定理
（スライド 29）

会や大学訪問における模擬授業において，高校生へ

授業を行い，数学の魅力を伝えようとした活動につ

いて説明した。最後に，スライド 23 においては，宗

像市の「大学生の力によるまちの課題解決プロジェ

クト」に参画した令和 4 年度の取組の一部について

述べた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15 ベイズ統計で取り上げた問題の一部 

（有元・林他，2021，p.6） 

 

3.5 主体的・対話的で深い学び 

3.2 節で提示した受講者からの質問について，図 7

における「今後の教育のあり方について 2」に関わ

る内容を提示したスライド 6 に，キーワードとして

「主体的・対話的で深い学び」について追記したス

ライド 24 を用いて説明した。ここでは，現在，教育

において重視されている課題の一つとして「主体

的・対話的で深い学び」に関する授業改善があるこ

とについて指摘した。また，スライド 25 を用いて，

「15 パズル」と「数取りゲーム」について述べるこ

とを説明した。 

 

3.5.1 15 パズル 

 スライド 26 から 29 においては，2.3 節で述べた

15 パズルのルールについての解説をして，「サム・

ロイドの問題」は解けないことがすでに証明されて

いることについて述べた（図 16）。そこで，スライ

ド 30 において探究の例として，条件を変えた場合の

解法や最短手順についての研究が考えられることに

ついて述べ，例えばある数のパズルを 2 枚とした場

合や，パズルのサイズを小さくすることについて触

れた（図 17）。 

 

3.5.2 数取りゲーム 

 スライド 31 から 33 においては，数取りゲームの

ルールを解説し，ゲームを実施した例，このゲーム

の必勝法について紹介した。次に，スライド 34 を「一

般化された数取りゲーム」として提示して，言った

ら負けになる数を x（x は自然数）とした場合の必勝

法について考えることが探究の課題となり得ること

について指摘した（図 18）。 

 

 

 

 

 
 

図 16 サム・ロイドの問題に関する定理（スライド29） 
 

 

 

 

 

 

 
 

図 17 15パズルについての探究の例（スライド30） 
 

 

 

 

 

 
 
 

図 18 一般化された数取りゲーム（スライド 34） 

 

3.5.3 探究課題 
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定し，受講者が各自の興味のある教育課題について

調べ，各自がその課題をどのように解決していくか

について探究する課題を課した（図 19）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 19 探究課題 2（スライド 35） 
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a 工場の製品である確率を求めてみよう。 

図 17　15 パズルについての探究の例（スライド 30）
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像市の「大学生の力によるまちの課題解決プロジェ

クト」に参画した令和 4 年度の取組の一部について
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図 15 ベイズ統計で取り上げた問題の一部 

（有元・林他，2021，p.6） 
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図 17 15パズルについての探究の例（スライド30） 
 

 

 

 

 

 
 
 

図 18 一般化された数取りゲーム（スライド 34） 
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図 19 探究課題 2（スライド 35） 
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a 工場の製品である確率を求めてみよう。 

図 18　一般化された数取りゲーム（スライド 34）
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図 17 15パズルについての探究の例（スライド30） 
 

 

 

 

 

 
 
 

図 18 一般化された数取りゲーム（スライド 34） 
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図 19 探究課題 2（スライド 35） 

 

問題１ 
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図 19　探究課題 2（スライド 35）

　最後にスライド 36 を提示し，受講者とともに
学ぶことができたことについてお礼を述べた。

4．考察
　本章では，前章までで述べた講演内容につい
て，総合的な探究の時間の趣旨の観点から検討
し，成果と課題について述べる。

4.1　考察の視点
　文部科学省（2023）では，第 1 編を「総合的な
探究の時間において求められる授業改善」として，
このなかの第 2 章において「充実した総合的な探
究の時間を実現するための学習指導」とした上で，
総合的な探究の時間における指導のポイントを 2
点挙げている。1 点目は「学習過程を探究の過程
にすること」，2 点目は「他者と協働して主体的に
取り組む学習活動にすること」である。ここで，1
点目について，学習過程を探究の過程とするため
に次の 4 点が重要であると指摘している（図 20）。
総合的な探究の時間の趣旨を踏まえる観点から，
この内容を本研究における考察の主な視点とする。

4.2　本講演における成果
　まず，本講演で工夫した点について述べる。1
点目は，3.2 節の図 7 で示したように，講演前に
受講者からの質問を得て，それに応える形で講演
内容を構成したことである。ただし，3.3 節から
3.5 節までで述べたように，受講者からの質問を
解決するための解答を直接提示するのではなく，
受講者の問題意識をより明確にし，各自の考えを
より深めることができるように心がけた。2 点目
は，講演内容を踏まえて，ワークシートを用意
し，受講者が取り組む探究課題を 2 点設定したこ
とである。ここでは，状況に応じて受講者同士で
話し合う場面も想定した。3 点目は，講演校が所
在する飯塚市が目指している教育の話題や，我が
国の数学教育において重視されている話題を講演
内容に取り入れることで，受講者にとって内容が
身近に感じられるように配慮したことである。
　ここで，4.1 節で述べた，学習過程を探究の過
程にする 4 つの視点から本講演について検討す
る。まず，「①課題の設定」については，受講者
からの質問をもとに講演を実施したため，各自が
課題意識をもっている状況で学習を進めることが
できたことが示唆される。次に，「②情報の収集」
については，3.3.4 項で述べたように，中学校校
区を単位として，小中一貫教育の取組について調
べる課題を設定した際，飯塚市の地区ごとに小学
校及び中学校のホームページへのリンクがはっ
てある web ページを紹介することで，必要な情
報を取り出すことができるようにした。最後に，

「③整理・分析」及び「④まとめ・表現」につい
ては，講演者が準備したワークシートが，受講者
が各自で web ページを通じて収集した中学校区
における小中一貫教育の取組や，各自が興味をも
つ教育課題を整理する一助となり，受講者の気付
きや発見を促す要因になったことが示唆された。
　また，講演後には受講者から，この時間を通し
て自己の考えを深めていく活動ができたこと，小
中一貫校の例を通して教育の求められる背景につ
いて新たな視点で考えることができたこと，現在
だけでなく今後の教育活動に必要なことを知るこ
とができたこと等の感想が得られた。このことか
らも，受講者が各自の課題意識をもとに，探究課
題に取り組む中で各自の考えを深めていくことが
できたことが示唆された。
　以上の議論から，本講演は，総合的な探究の時
間の趣旨に沿った上で，講演実施校や受講者の要
望に応じ，設定した主題に沿った講演の一例とな
り得ることが示唆された。

最後にスライド 36 を提示し，受講者とともに学ぶ

ことができたことについてお礼を述べた。 
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図 20 学習過程を探究の過程にすること 

（文部科学省，2023，p.23） 
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ことが示唆された。 

4.3 本講演における課題 

講演校における社会人講演会の目的として「各業

界で活躍している社会人の講演を通して社会の仕組

みや動きを学ぶ」及び「本物に触れることを重視し

た探究活動を実施することで自ら将来設計を行うキ

ャリアプランニング力を育成する」の 2つがあった。

本講演では，受講者が取り組む探究課題を設定し，

受講者の感想からも探究活動を深めることができた

ことが示唆され，後者の目的を達成することができ

たと考えられる。しかし，後者の目的に重点を置い

た分，「各業界で活躍している社会人の講演」として

の内容が薄くなり，前者の目的を達成することがで

きなかったことが課題である。この点において，講

演校における社会人講演会の趣旨を踏まえた上で，

①【課題の設定】体験活動などを通して，課

題を設定し課題意識をもつ 
②【情報の収集】必要な情報を取り出したり

収集したりする 
③【整理・分析】収集した情報を，整理した

り分析したりして思考する 
④【まとめ・表現】気付きや発見，自分の考

えなどをまとめ，判断し，表現する 

図 20　学習過程を探究の過程にすること
（文部科学省，2023，p.23）
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4.3　本講演における課題
　講演校における社会人講演会の目的として「各
業界で活躍している社会人の講演を通して社会の
仕組みや動きを学ぶ」及び「本物に触れることを
重視した探究活動を実施することで自ら将来設計
を行うキャリアプランニング力を育成する」の 2
つがあった。本講演では，受講者が取り組む探究
課題を設定し，受講者の感想からも探究活動を深
めることができたことが示唆され，後者の目的を
達成することができたと考えられる。しかし，後
者の目的に重点を置いた分，「各業界で活躍して
いる社会人の講演」としての内容が薄くなり，前
者の目的を達成することができなかったことが課
題である。この点において，講演校における社会
人講演会の趣旨を踏まえた上で，より効果的な講
演にするためには講演校との連携が非常に重要で
あることを指摘できる。

附記
　本研究で取り上げた講演は，講演実施校の方針
を踏まえた第 2 著者の提案に基づき，第 1 著者が
講演題目を設定し，具体的な内容を構想して実施
した。特に，講演の計画段階では両著者が共同で
進めた。本研究では，第 1 著者が研究目的を設定
し，講演の背景や内容を整理した上で，講演後に
両著者が共同で考察を行った。なお，4.3 節は第
2 著者が執筆した。
　本論文の投稿について，福岡県立嘉穂高等学校
の許可を得ている。また，直接引用した図につい
て，飯塚市教育委員会に転載の許可を得ている。
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